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平成２７年度農林水産関係予算と主要事業平成２７年度農林水産関係予算と主要事業

農業関係費
613,549

林業関係費
165,790

水産業関係費
701,105

農林水産関係予算
（単位：千円）
1,665,726

畜産関係費
23,855

農業委員会費（人件費を含む）
161,427

○地元産食材ブランド力強化事業
本市で生産される品質がすぐれ評価の高い食材をブランド食材（特

産品）と位置づけ、そのブランド力をよりいっそう向上させ、消費、
生産の拡大を図ります。

○農地中間管理事業
農地の中間的な受け皿となる農地中間管理機構や、将来の地域農業の

設計図である人・農地プランを活用して、担い手へ農地の集積を図ります。

○ポスト農林水産業振興計画策定事業
本市農林水産業のビジネス化や、需要ある産品の安定供給を図り、地域

づくりや雇用を生み出す経営を推進するため、本市農林水産業施策の骨格
となるポスト農林水産業振興計画を策定します。

○有害野生鳥獣被害対策事業
イノシシ・サルなどの野生鳥獣による市街地出没や農作物被害に

対応するため、わなや銃による捕獲や追払いのほか、市民相談や現地
対応、市民啓発等を実施します。

○竹材活用システム支援事業
放置竹林の解消を図るため、竹が活用される出口戦略づくり

に向け、竹の搬出に取り組むたけのこ生産団体やNPO、森林所有者
等へ助成を行い、竹が安定的に供給・循環される仕組みづくりを
行います。

○食肉の低マイレージ化支援事業
市内繁殖農家及び肥育農家の牛の輸送距離（マイレージ）を減少

させ、農家のコストと手間を低減するため、総合農事センターが
市内繁殖農家から子牛を購入し約6 ヶ月間飼養した後、市内肥育農家
に販売するモデル事業を行い、その効果を検証します。

○漁港の整備及び里海づくりの推進
市内の漁港の整備や施設の管理運営を行い、漁村地域の活性化を図ります。また、漁業経営の安定化を図るとともに安全・

安心な水産物を市民に供給するため、藻場・干潟の再生、漁場整備、魚介類の放流などを行う「里海づくり」を推進します。

◇主要事業

東京都心で開催される「太陽のマルシェ」　出店者募集！東京都心で開催される「太陽のマルシェ」　出店者募集！東京都心で開催される「太陽のマルシェ」　出店者募集！

　太陽のマルシェは、東京都心の勝どきエリアで毎月開催されている日本最大級の都市型マルシェです。このマルシェで
農産物や加工食品等のテスト販売を実施する方を募集します。（申込み期限 7月31日（金））
対 象 者　市内に所在する事業者で、主として市内で農産品や加工食品の生産・製造等を行っている方
出店商品　農産物、加工食品、ジュース、酒類など（冷凍・冷蔵不可等の販売条件あり）
経　　費　販売員の人件費・旅費、商品自体、配送料、販促経費等の販売に係る経費は出店者が負担
　　　　 （※出店料は市が負担します。）
出店期間　平成27年9月から平成28年3月までの期間に毎月1回（土日2日）計7回出店
出店回数　1回から複数回まで出店可能（申込み後、審査により決定）
問合わせ先　北九州市産業経済局食の魅力創造・発信室（担当：瀧谷、菊地）

電話093-582-2080
詳細は市ホームページをご参照ください。
http://www.city.kitakyushu.lg.jp/san-kei/san-miryoku.html

「太陽のマルシェ」について
会　　場　月島第二児童公園
             （東京都中央区勝どき1-9-8）
出店者数　100店舗以上
Webページ　http://timealive.jp/
https://www.facebook.com/taiyounomarche
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岩屋アカモク入り「お福わけせんべい」空港で販売中

　粘りの強い海藻として有名なアカモク。
　その粘りと美味しさに惚れ込んだ中村学園大学の学生と菓子メーカーとのコラボレーションで、
おせんべいが完成しました。
　若松区岩屋産アカモクと、豊前海産シバエビを使用した風味豊かな味は、食べだしたら病みつ
き間違いなし。
　北九州空港やJR小倉駅、門司港レトロや井筒屋各店で販売中。

　　　 材料
・小アジ　　10尾
・たまねぎ　1/2個
・にんじん　1/2本

朝市の
旬の魚とおいしい料理

（夏バテに苦しんでいるあなたに朗報）
朝市の

旬の魚とおいしい料理
（夏バテに苦しんでいるあなたに朗報）

　今年の夏を乗り切るための、旬の魚料理を紹介します。
　料理名はお手軽に作れる「アジの南蛮漬け」。
　アジは朝市で手ごろに買え、今が旬のお魚です。（下記朝市情報参照）
　また、たまねぎとにんじんのビタミンや酢のアミノ酸は、アジの栄養素と相
性が良く、疲労回復や生活習慣病を予防する働きがあり、夏バテには非常に効
果的といわれています。

アジの南蛮漬けレシピ（2～3人前）

　　　　   南蛮酢
・酢 大さじ4
・薄口しょうゆ　大さじ3
・砂糖 大さじ1
・鷹の爪 お好み
・水　　　　　　2/3カップ

用意するもの用意するもの 調理法調理法
①アジは、えらとはらわたを取りだし、水洗い
　をして水気を取り、塩を軽くまぶす
②たまねぎは薄切り、にんじんは千切りにする
③アジに片栗粉をまぶして揚げる
④南蛮酢を作り、②で切った野菜と揚げたアジ
　を入れる

開催日時漁協直営朝市 開催時間 会　場

平松とれとれ朝市 毎週日曜日（盆除く） 朝 7 時 小倉北区西港町船留り特設会場

長浜朝市 第２・４土曜日 朝 9 時 小倉北区末広１丁目１６-１６

旧門司支所活魚朝市 第３日曜日（盆除く） 朝 9 時 門司区旧門司２丁目４-１１

漁師の店ひしゃくだ

研究テーマ

品種の
比較試験

内　容

●早生たまねぎの品種比較
　給食用出荷のために収量や品種の特性を調査。【JA北九タマネギ・バレイショ部会から依頼】

第２・４日曜日 朝 7 時 門司区柄杓田漁港内朝市会場

総合農事センター試験概要報告
総合農事センター園芸係で行っている試験実績の一部をご紹介します。

※試験結果などについてご質問がありましたらお気軽にご相談下さい。

　北九州市産業経済局総合農事センター（担当：森井、松原）TEL：961-6045

●小松菜の品種比較試験
　抽台（ちゅうだい）の多い春先出荷に適した品種選定のために実施。【JA北九小松菜出荷組合から依頼】

竹チップ堆肥
の施用試験

●竹資源の活用を目指し、竹をチップにして堆肥をつくり、小松菜等で施用効果を調査中。
　今後、効果的な施用方法や対費用効果を検討する。

栽培試験

●新規品目として市内栽培に適しているかを調査
・西洋野菜（トレビス、チーマディラーパ等）【㈱北九州青果から依頼】
・薬用野菜（センブリ）

●シクラメンの栽培
　肥料の施肥量、用土の配合、給水方法などについて、園内温室を使い比較試験を実施。
　【小倉南区石田地区の栽培農家から依頼】
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１　農薬の保管管理に気をつけましょう
（１）　農薬は、鍵がかかり盗難・紛失等の恐れのない保管庫や倉庫等に保管する。
（２）　農薬は必要な量だけ購入し、不要な在庫が生じないようにする。
（３）　使用残農薬などの処理に当たっては、関係法令を遵守し、河川等へ廃棄しないよう適正に行うとともに、
　　使用期限が切れて使用できない農薬などは、産業廃棄物として適正に処分する。

２　農薬の適正な使用を心がけましょう
（１）　農薬を使用する際には、必ずラベルの記載事項をよく確認し、適用作物、希釈倍率、散布回数等の農薬
　　使用基準を遵守する。
（２）　農薬の散布は、必要量のみ調整し、無駄なく行う。また、調整した農薬は使い切る。
（３）　農薬の散布の際には、使用者自身の安全を確保するとともに、周辺の農作物や住宅等に農薬が飛散しない
　　ように十分配慮する。特に住宅等周辺の田畑では、必要に応じて周辺住民に対し声かけを行うとともに、
　　事前に散布日時、使用農薬の種類等を記した書面、看板等により周知を行う。
（４）　クロルピクリン剤などの土壌くん蒸剤を使用する場合は、防護マスクの着用や施用直後に、ほ場をビニール
　　等で被覆を確実に行うなど、安全確保を徹底する。
（５）　農薬の使用前には、防除器具等が十分に洗浄されているか確認する。また、使用後は、農薬を調整したタンク
　　や散布に用いたホース等に散布液が残らないように十分洗浄する。

３　栽培履歴・農薬の使用状況の記録をつけましょう
（１）　農薬を使用したときは，次のア～オの５項目を記録。
　　　　ア　使用年月日
　　　　イ　使用場所
　　　　ウ　使用農作物
　　　　エ　使用農薬の種類、名称
　　　　オ　使用量、希釈倍数
（２）　使用状況を記録した帳簿は、農薬使用基準を守って適正使用したことを自らが示すことのできる材料となり
　　ます。また、帳簿を基に防除方法を見直すことにより、安全で効率的な農作物の生産につながるので、必ず行
　　うようお願いします。

農薬はきまりを守り正しく安全に使いましょう
「農薬の適正な使用及び保管管理について、徹底いただくようお願いします。」

きゅうりハウス見学 トマトの誘引

平成27年度　新農業者育成研修スタート！平成27年度　新農業者育成研修スタート！
「新農業者育成研修」が昨年度に引き続き「総合農事センター」で始まりました。
　この研修は、就農を希望する市民を公募し、野菜の栽培技術や農業に関する基礎知識を習得することを目的
に実施しています。毎週土曜日に実習や講義を１年間通して行うもので、「JA北九」、「北九州普及指導センター
（県）」、「北九州市」が連携して実施しています。
　今年度は、6人（夫婦1組含）の受講者が、きゅうり、トマト、なす、ズッキーニなどの栽培管理のポイントや工夫
を学んでいます。自分の就農プランをより明確にイメージして研修に取り組んでもらうため、今年度から市内産地
ハウスの見学や農家の方に直接話を聞く機会などを研修に組み込んでいます。
　秋からは、軟弱野菜や秋冬野菜の栽培、就農プランの作成に取り組み、就農に向けて栽培技術や経営感覚の
さらなる向上を目指していきます。

きゅうり定植
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『ため池』 についてお願い『ため池』 についてお願い『ため池』 についてお願い

危険！ため池に入るのはやめましょう。

ため池の点検を行いましょう。

　水遊びのシーズンとなりましたが、ため池での水遊びや魚釣りは、大変危険です。
　水難事故から子どもの尊い命を守るため、保護者、農家の皆さま、地域の方々には、子どもがため池に
入らないよう、事故防止についてのご協力をお願いします。
　また、農家の皆さまにも樋栓の操作等に際して、複数人で行うなど転落事故等に十分ご注意ください。

　ため池は農業用水だけでなく、洪水防止やさまざまな生物の生育場所、さらには防火用水の水源など、
多面的な役割を担う地域の大切な施設です。
　しかし、施設が壊れると、下流にある農地や公共施設、住宅等に被害を及ぼす危険性も持ち合わせ
ています。
　管理者の皆様には、定期的な点検や見回りをお願いします。

北九州市ホームページ　http://www.city.kitakyushu.lg.jp/ No.1509021F

総合農事センターからのお知らせ総合農事センターからのお知らせ

展示栽培実施中
品目 品種 播種時期 定植・収穫時期 栽培の内容 備考

縞むらさき 5月中旬定植 展示栽培なす 2月中旬

フルティカ
リコピンポン
Mr.浅野のけっさく

4月下旬定植 展示栽培ミディトマト 2月上旬

アンウィン 7月下旬 展示栽培 人気の八重咲き、7〜8月出荷用播種：5月上旬
定植：6月上旬ダリア

久留米緋紅色2号

西尾3号

7月下旬 展示栽培 7〜8月出荷用播種：4月下旬
定植：6月上旬ケイトウ

8月中旬 展示栽培 8〜9月出荷用定植：5月下旬シンテッポウユリ

品目 品種 播種・定植時期 開花時期 栽培の内容 備考

花

き

野

菜

リコピンポンは糖度7～8度と食味はよく、生育
旺盛で劣化が少ない品種。
Mr.浅野のけっさくは極端な水管理を行わなくて
も糖度8～9度で安定し、裂果にも強い品種。

果実は200g位の長卵型、果皮は濃紫色に縦縞が
入る。着果性に優れ、秀品果率も高い。

おおもの 10月収穫 展示栽培スイートコーン 7月中下旬 スーパースイート系88日。500g前後で高糖度
になる。

鳥獣被害対策をもう一歩すすめるには？（基本的な手順）鳥獣被害対策をもう一歩すすめるには？（基本的な手順）鳥獣被害対策をもう一歩すすめるには？（基本的な手順）

　鳥獣被害対策は、個人個人バラバラに行うと効率が悪いことが多く、一人の力にも限界があります。鳥獣被害対策を
もう一歩すすめるために、以下の手順を参考にして、集落みんなで力を合わせた取り組みをしましょう。

①　みんなで勉強！
　　野生鳥獣の生態や習性を知り、何が餌付けになり何が鳥獣を引き付けているのか、集落のみんなで理解することが
　重要です。
②　守れる田畑、守れる集落に環境改善！
　　野生鳥獣にとって餌場としての価値が低くなるように、田畑や家の周りの環境を改善していきましょう。
　 　（ 耕作放棄地や藪などは、野生動物の隠れ家だけでなく餌場にもなります。収穫しない果樹や野菜の残渣、稲のヒ
　コバエなども、知らず知らずの餌付けになります。）
③　柵で囲い、みんなで追い払い！
　　金網柵や電気柵などで田畑を囲うことは有効な対策ですが、個別に囲うのは効率が悪いので、出来るだけ一連の団
　地ごとに囲いましょう。さらに、柵周辺の草刈やメンテナンスも共同で行いましょう。
　　また、サルなどの追い払いは集落のみんなで日常的に行い、人間は怖いぞという態度をしっかり意識付けることが大
　切です。
④　駆除の実施！
　　集落の餌等に味を占めた鳥獣については、専門家による駆除を行いましょう。
　 　（ 繁殖をして増える野生動物に対して、捕獲するだけでは被害は減りません。
　　①～③の対策で、集落から野生動物をしめ出せば捕獲の効率も上がるようになります。）


